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平成 28 年７月６日 

各  位 

会 社 名 株式会社サーラコーポレーション 

代 表 者 名 取締役社長     神 野 吾 郎 

（コード番号 2734 東証・名証第一部） 

問 合 せ 先 総務部総務グループ          

マネージャー   武 川 裕 樹 

（ＴＥＬ．0532-51-1182） 

 
第２四半期連結業績予想数値と実績数値との差異及び通期 

連結業績予想の修正並びに配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 平成 28 年１月 14 日に公表した平成 28 年 11 月期第２四半期連結累計期間（平成 27年 12 月１日～

平成 28 年５月 31 日）の連結業績予想数値と、本日公表の実績数値に差異が生じましたので下記のと

おりお知らせいたします。 

 また、同じく平成 28 年１月 14 日に公表した通期連結業績予想並びに配当予想を下記のとおり修正

しましたので、併せてお知らせいたします。 

記 
 
１．平成 28年 11 月期第２四半期連結累計期間連結業績予想数値との差異 

（平成 27年 12 月１日～平成 28 年５月 31 日） 

 
売 上 高 

（百万円）

営業利益 

（百万円）

経常利益 

（百万円）

親会社株主 

に帰属する 

四半期純利益 

（百万円） 

１株当たり 

四半期純利益

（円） 

前 回 発 表 予 想   （ Ａ ） 72,000 2,800 2,900 1,650 42.92 

実  績  値     （ Ｂ ） 65,050 3,439 3,597 2,263 58.88 

増  減  額     （Ｂ－Ａ） △6,949 639 697 613 ― 

増  減  率     （ ％ ） △9.7 22.8 24.1 37.2 ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 27 年 11 月期第２四半期） 
69,779 3,673 3,779 2,041 53.10 

 
２．平成 28 年 11 月期通期連結業績予想の修正 
（平成 27年 12 月１日～平成 28 年 11 月 30 日） 

 
売 上 高 

（百万円）

営業利益 

（百万円）

経常利益 

（百万円）

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

（百万円） 

１株当たり 

当期純利益 

（円） 

前 回 発 表 予 想   （ Ａ ） 133,000 3,000 3,200 1,800 46.82 

今 回 修 正 予 想  （ Ｂ ） 148,000 1,800 2,100 9,020 202.29 

増  減  額     （Ｂ－Ａ） 15,000 △1,200 △1,100 7,220 ― 

増  減  率     （ ％ ） 11.3 △40.0 △34.4 401.1 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年 11 月期） 
130,201 3,647 3,937 1,928 50.16 

報告事項（ ） 平成 28 年７月６日開示資料（15 時公表） 
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（第２四半期連結業績予想数値との差異の理由） 

第２四半期連結累計期間の業績は、売上高はエネルギーサプライ＆ソリューション事業においてＬ

Ｐガス、石油製品の販売価格が仕入価格の下落を受けて低下したことなどにより、予想数値を下回る

結果となりました。利益面では、エンジニアリング＆メンテナンス事業において利益率が向上したこ

となどにより、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益は予想数値を上回る結果

となりました。 

（通期連結業績予想の修正の理由） 

 当期の連結業績予想につきましては、平成 28 年７月１日付で中部瓦斯株式会社及びサーラ住宅株

式会社を完全子会社化したことに伴い、両社の計画（平成 28 年７月１日～平成 28 年 11 月 30 日）を

織り込んだ上で前回予想を修正いたしました。 

 売上高は、エネルギーサプライ＆ソリューション事業においてＬＰガス、石油製品の販売価格が低

い水準で推移することが見込まれるものの、上記子会社化に伴い前回予想を上回る見込みであります。

利益面は従来の事業につきましては、当初計画から大きな差異はありません。新たに加わるガス＆パ

ワー事業は、下期が夏期にあたることから都市ガス需要が低下し、収益が減少する見通しであるため、

営業利益、経常利益は前回予想を下回る見込みであります。一方、親会社株主に帰属する当期純利益

は、上記子会社化に伴う負ののれん発生益等の計上により前回予想を大幅に上回る見込みであります。

なお、負ののれん発生益等を除きますと、親会社株主に帰属する当期純利益は、1,020 百万円となる

見込みであります。 

 

３．配当予想の修正 

 年間配当金（円） 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 
円 銭 

― 
円 銭 

5.00 
円 銭 

― 
円 銭 

9.00 
円 銭 

14.00 

今回修正予想   ― 11.00 16.00 

当 期 実 績 ― 5.00    

前期実績 

（平成 27 年 11 月期） 
― 5.00 ― 10.00 15.00 

（修正の理由） 

期末配当金の予想は、前回予想の９円にサーラグループ再編を記念する記念配当２円を加えた１株

当たり 11 円とし、年間配当金の予想を 16 円とするものです。 

 

 

※上記の業績予想及び配当予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


